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令和２年度も半分を過ぎ，残すところ５ケ月あまりとなりました。活動しやすい時期とな

り，学校では，新型コロナウイルスへの対策をしながらも体育祭や運動会（南郷小は１０月

３１日），各種の宿泊体験活動など，様々な活動が計画・実行され，子供たちにとっても充実

した日々となってきています。中学校はもちろんのこと，小学校でも子供が主体となる委員

会や実行委員会が構成され，事前の準備や当日の運営が展開されています。学園の子供育成

スローガン「進んで みんなで 最後まで」が意識された学校行事となっています。

さて，９月３０日には，第３回の学園運営協議会が開催されました。これまで，学園のし

くみや方針等について議論を重ねてきていましたが，今回は，コミュニティやＰＴＡから「進

んで みんなで 最後まで」を実行に移すためのアイデアが出されました。いよいよコミュ

ニティ・スクール関連の活動がスタートし，これからが楽しみになってきました。

その１ 学園ロゴマーク募集 学園コミュニティで進める子供育成のスロー

ガンをいつも意識できるように様々な機会に使えるマークを募集しています。みんな

に考えてもらえるように，「親子で作る」が原則です。応募作品の中から最優秀作品１

点と優秀作品５点を選びます。最優秀作品は，令和４年度までの２年間，学校からの

手紙等に掲載して活用されるようになります。お子様と一緒に考えること，話し合う

ことが意識を高める大事な要素です。 ※１０月３０日締切，チラシ配付済

その２ おうちdeチャレンジ 家庭で身に付けなければならない大きな力の

１つが基本的な生活習慣です。早寝・早起きや食事の仕方，場に応じたあいさつ，

生活リズムづくり等々，社会生活をしていく上で，たいへん重要なことです。これ

まで小学校のＰＴＡが中心になって「早寝，早起き，朝ご飯」をテーマにした新家

庭教育宣言の活動を行ってきました。これを見直し，家庭での過ごし方について，

できていないことをできるようにするために，それぞれが目標を考えてチャレンジ

する「おうち de チャレンジ」を行います。１１月１１日から１週間。これまでも行
ってきたチャレンジウィーク（家庭学習充実週間）と一緒に進めていきます。

※１１月１１日～１７日実施

中央学園全体で２学期に実施する２つのことを紹介しましたが，今後，学園コミュニ

ティ（中央中学校区）を基盤とした様々な活動が行われるようになります。

小学校の先生が中学校で，中学校の先生が小学校で指導！
「中一ギャップ」といわれる中学校進学への不安を少しでも取り除く活動とし

て，兼務（小中学校の両方で指導）による授業を行うようにしています。今年は，

コロナウイルスの影響もあり，１学期は行うこと

ができませんでしたが，９月から小学校の先生が

中学校へ行って７年生（中１）の指導に当たって

います。東郷小学校からは，花田浩明先生，南郷

小学校からは，山田真紀子先生です。中学校では，

数学の時間を中心に，アシスタントティーチャー

として，担当の先生の指導補助をしています。週

に１回と回数は少ないですが，１１月まで続けて

いくようにしています。１２月からは，中学校の先生が小学校へ出向きます。東

郷小へは，吉廣精人先生，南郷小へは，佐藤祐樹先生です。どちらも週に１回，

６年生の体育の授業を受け持ち，中学校への不安解消の第一歩になっていきます。

校区がきれいに！学園校区愛着活動を実施！
中央学園では，恒例になった校区愛着活動を

１０月９日（金）に行いました。学園全体の行

事の１つですが，前期（小１～４年）と後期（中

２～３年）の子供たちは，それぞれの学校をき

れいにします。校区清掃の中心は，中期（小５，

６年，中１年生）の子供たちです。小中学生が

一緒になってグループを構成し，小学校の通学

路を中心にゴミ拾い活動を展開します。当日は，グループ毎に小学校周辺に分散

して，ゴミ拾い作業に励みました。中学生が手本となり，小学生へ声かけをしな

がらたくさんのゴミを集めることができました。東郷小学校区は，地域の方にも

参加をお願いし，一緒に活動をしていただきました。御協力いただいた皆様，あ

りがとうございました。

＜地域清掃に参加した小学生の感想＞
○ゴミを見つけて拾うと，地域の人たちが「ありがとう！」「えらいねえ。す

ごい。」など，たくさん声をかけてくれて，やり

がいを感じました。

○学校に帰ってから，中学生がごみを分別していた

のがすごかった。中学生のような人になりたい。

○ゴミをたくさん拾えたからよかった。

○たくさんのごみが落ちててビックリしました。ご

みをポイ捨てしないようにしようと思いました。

○班で協力してごみを見つけ，拾うことができた。

中学校で数学の授業支援を

する南郷小の山田先生

道路脇のゴミを拾う小中学生

地域の方の話を聞く東郷小校区

の小中学生


